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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され
、
　前記機械は、
　前記膜の進行路を画定するように、前記横シールと前記膨張縁との間に挿入するための
ガイドピンと、
　前記膜と摩擦係合するための引張デバイスであって、前記引張デバイスは、下流進行中
に引っ張られた状態で膜を保持する、引張デバイスと、
　前記予備形成パウチの膨張のための膨張配列と、
　前記予備形成パウチを閉じて緩衝材ユニットを形成するように前記横シールと交差する
、縦シールを提供するように位置付けられる、密閉配列であって、前記密閉配列は、少な
くとも２つの密閉ベルトを有し、各ベルトが、駆動ローラによって動力供給され、前記膜
の表面に係合し、前記膜の両側に位置付けられた密閉要素を通して前記膜を引くように位
置付けられる、密閉配列と、
　前記密閉要素を通した進行中に、前記膜の２つの層を挟持するように位置付けられる、
締付配列であって、前記締付配列は、少なくとも２つの挟持ベルトを有し、各ベルトが、
駆動ローラによって動力供給され、前記膜の表面に係合し、前記密閉要素を通して前記膜
を引き、かつ前記膜を挟持するように位置付けられ、前記２つの密閉ベルトは、前記２つ
の挟持ベルトと前記膨張縁との間に配置される、締付配列と
　を備え、
　前記少なくとも２つの密閉ベルトおよび前記少なくとも２つの圧着ベルトは、同期して
駆動される、機械。
【請求項２】
　前記引張デバイスは、
　水平部分、および下流の上向きに角度を成す部分を伴う、棚部材と、
　前記機械に載置された枢動可能なアームであって、前記アームの一方の端がバネに取り
付けられ、ローラが前記アームの他方の端に回転可能に取り付けられる、枢動可能なアー
ムと
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　を備え、
　前記ローラは、前記膜に係合する、請求項１に記載の機械。
【請求項３】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して前記膜を押勢する、請求項２に記載
の機械。
【請求項４】
　前記ローラは、前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、
請求項２に記載の機械。
【請求項５】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分および前記上向きに角度を成す部分の交差点
で前記膜に係合する、請求項２に記載の機械。
【請求項６】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに
角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、請求項５に記載の機械。
【請求項７】
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、請求項２に記載の機械。
【請求項８】
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、請求項１に記載の機械。
【請求項９】
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され
、
　前記機械は、
　前記膜の進行路を画定するように、前記横シールと前記膨張縁との間に挿入するための
ガイドピンと、
　前記膜と摩擦係合するための引張デバイスであって、前記引張デバイスは、水平部分、
および下流の上向きに角度を成す部分を伴う、棚部材と、前記機械に載置された枢動可能
なアームとを有し、前記アームの一方の端がバネに取り付けられ、ローラが前記アームの
他方の端に回転可能に取り付けられる、引張デバイスと、
　前記予備形成パウチの膨張のための膨張配列と、
　前記予備形成パウチを閉じて緩衝材ユニットを形成するように前記横シールと交差する
、縦シールを提供するように位置付けられる、密閉配列であって、前記密閉配列は、少な
くとも２つの密閉ベルトを有し、各ベルトが、駆動ローラによって動力供給され、前記膜
の表面に係合し、前記膜の両側に位置付けられた密閉要素を通して前記膜を引くように位
置付けられる、密閉配列と、
　前記密閉要素を通した進行中に、前記膜の２つの層を挟持するように位置付けられる、
締付配列と
　を備え、
　前記引張デバイスは、前記ローラによる前記膜の係合によって、下流進行中に引っ張ら
れた状態で前記膜を保持する、機械。
【請求項１０】
　前記締付配列は、少なくとも２つの挟持ベルトを有し、各ベルトが、駆動ローラによっ
て動力供給され、前記膜の表面に係合し、前記密閉要素を通して前記膜を引き、かつ前記
膜を挟持するように位置付けられる、請求項９に記載の機械。
【請求項１１】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して前記膜を押勢する、請求項９に記載
の機械。
【請求項１２】
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　前記ローラは、前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、
請求項９に記載の機械。
【請求項１３】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分および前記上向きに角度を成す部分の交差点
で前記膜に係合する、請求項９に記載の機械。
【請求項１４】
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに
角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、請求項１３に記載の機械。
【請求項１５】
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、請求項９に記載の機械。
【請求項１６】
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、請求項９に記載の機械。
【請求項１７】
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され
、
　前記機械は、前記膜と摩擦係合するための引張デバイスを備え、
　前記引張デバイスは、水平部分、および下流の上向きに角度を成す部分を伴う、棚部材
と、前記機械に載置された枢動可能なアームとを有し、前記アームの一方の端がバネに取
り付けられ、ローラが前記アームの他方の端に回転可能に取り付けられ、
　前記ローラは、下流進行中に引っ張られた状態で前記膜を保持するように、前記棚部材
の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対して前記
膜を押勢する、機械。
【請求項１８】
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、請求項１７に記載の機械。
【請求項１９】
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、請求項１７に記載の機械。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本明細書で説明されるように、１つ以上の構成要素が、接続される、接合される、添着
される、連結される、取り付けられる、または別様に相互接続されるものとして表される
とき、そのような相互接続は、構成要素の間のように直接的であり得るか、または１つ以
上の中間構成要素の使用等を通して間接的であり得る。また、本明細書で説明されるよう
に、「部材」、「構成要素」、または「部分」という言及は、単一の構造部材、構成要素
、または要素に限定されるものではないが、構成要素、部材、または要素のアセンブリを
含むことができる。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され
、
　前記膜の進行路を画定するように、前記横シールと前記膨張縁との間に挿入するための
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ガイドピンと、
　前記膜と摩擦係合するための引張デバイスであって、前記引張デバイスは、下流進行中
に引っ張られた状態で膜を保持する、引張デバイスと、
　前記予備形成パウチの膨張のための膨張配列と、
　前記予備形成パウチを閉じて緩衝材ユニットを形成するように前記横シールと交差する
、縦シールを提供するように位置付けられる、密閉配列であって、各ベルトが、駆動ロー
ラによって動力供給され、前記膜の表面に係合し、前記膜の両側に位置付けられた密閉要
素を通して前記膜を引くように位置付けられる、少なくとも２つの密閉ベルトを有する、
密閉配列と、
　前記密閉要素を通した進行中に、前記膜の２つの層を挟持するように位置付けられる、
締付配列であって、各ベルトが、駆動ローラによって動力供給され、前記膜の表面に係合
し、前記密閉要素を通して前記膜を引き、かつ前記膜を挟持するように位置付けられる、
少なくとも２つの挟持ベルトを有する、締付配列と、
　を備え、前記少なくとも２つの密閉ベルトおよび少なくとも２つの圧着ベルトは、同期
して駆動される、
　機械。
（項目２）
　前記引張デバイスは、下流進行中に引っ張られた状態で膜を保持し、前記膜を引き裂か
ない、項目１に記載の機械。
（項目３）
　前記引張デバイスは、
　水平部分、および下流の上向きに角度を成す部分を伴う、棚部材と、
　アームの一方の端がバネに取り付けられ、ローラがアームの他方の端に回転可能に取り
付けられる、前記機械に載置される、枢動可能なアームと、
　を備え、前記ローラは、前記膜に係合する、
　項目１に記載の機械。
（項目４）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して前記膜を押勢する、項目１に記載の
機械。
（項目５）
　前記ローラは、前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、
項目１に記載の機械。
（項目６）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分および前記上向きに角度を成す部分の交差点
で前記膜に係合する、項目１に記載の機械。
（項目７）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに
角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、項目６に記載の機械。
（項目８）
　前記引張デバイスは、前記密閉配列に進入すると、引っ張られた状態で前記膜を保持す
る、項目１に記載の機械。
（項目９）
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、項目１に記載の機械。
（項目１０）
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、項目１に記載の機械。
（項目１１）
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され



(5) JP 2014-518185 A5 2015.8.20

、
　前記膜の進行路を画定するように、前記横シールと前記膨張縁との間に挿入するための
ガイドピンと、
　前記膜と摩擦係合するための引張デバイスであって、水平部分、および下流の上向きに
角度を成す部分を伴う、棚部材と、アームの一方の端がバネに取り付けられ、ローラがア
ームの他方の端に回転可能に取り付けられる、前記機械に載置される、枢動可能なアーム
とを有する、引張デバイスと、
　前記予備形成パウチの膨張のための膨張配列と、
　前記予備形成パウチを閉じて緩衝材ユニットを形成するように前記横シールと交差する
、縦シールを提供するように位置付けられる、密閉配列であって、各ベルトが、駆動ロー
ラによって動力供給され、前記膜の表面に係合し、前記膜の両側に位置付けられた密閉要
素を通して前記膜を引くように位置付けられる、少なくとも２つの密閉ベルトを有する、
密閉配列と、
　前記密閉要素を通した進行中に、前記膜の２つの層を挟持するように位置付けられる、
締付配列と、
　を備え、前記引張デバイスは、前記ローラによる前記膜の係合によって、下流進行中に
引っ張られた状態で前記膜を保持する、
　機械。
（項目１２）
　前記締付配列は、各ベルトが、駆動ローラによって動力供給され、前記膜の表面に係合
し、前記密閉要素を通して前記膜を引き、かつ前記膜を挟持するように位置付けられる、
少なくとも２つの挟持ベルトを有する、項目１１に記載の機械。
（項目１３）
　前記少なくとも２つの密閉ベルトおよび少なくとも２つの圧着ベルトは、同期して駆動
される、項目１２に記載の機械。
（項目１４）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して前記膜を押勢する、項目１１に記載
の機械。
（項目１５）
　前記ローラは、前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、
項目１１に記載の機械。
（項目１６）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分および前記上向きに角度を成す部分の交差点
で前記膜に係合する、項目１１に記載の機械。
（項目１７）
　前記ローラは、前記棚部材の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに
角度を成す部分に対して前記膜を押勢する、項目１６に記載の機械。
（項目１８）
　前記引張デバイスは、前記密閉配列に進入すると、引っ張られた状態で前記膜を保持す
る、項目１１に記載の機械。
（項目１９）
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、項目１１に記載の機械。
（項目２０）
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、項目１１に記載の機械。
（項目２１）
　予備形成パウチの膜を膨張した緩衝材ユニットに変換するための機械であって、前記パ
ウチは、遠隔縁から膨張縁より所定の距離以内まで延在する、横シールによって画定され
、
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　前記膜と摩擦係合するための引張デバイスであって、水平部分、および下流の上向きに
角度を成す部分を伴う、棚部材と、アームの一方の端がバネに取り付けられ、ローラがア
ームの他方の端に回転可能に取り付けられる、前記機械に載置される、枢動可能なアーム
とを有する、引張デバイスと、
　を備え、前記ローラは、下流進行中に引っ張られた状態で前記膜を保持するように、前
記棚部材の前記水平部分に対して、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分に対
して前記膜を押勢する、
　機械。
（項目２２）
　前記棚部材の前記上向きに角度を成す部分は、前記棚部材の前記水平部分に対して鈍角
で上向きに延在する、項目２１に記載の機械。
（項目２３）
　前記膜の進行路を画定するように、前記横シールと前記膨張縁との間に挿入するための
ガイドピンと、
　前記予備形成パウチの膨張のための膨張配列と、
　をさらに備える、項目２１に記載の機械。
（項目２４）
　前記予備形成パウチを閉じて緩衝材ユニットを形成するように前記横シールと交差する
、縦シールを提供するように位置付けられる、密閉配列であって、各ベルトが、駆動ロー
ラによって動力供給され、前記膜の表面に係合し、前記膜の両側に位置付けられた密閉要
素を通して前記膜を引くように位置付けられる、少なくとも２つの密閉ベルトを有する、
密閉配列と、
　前記密閉要素を通した進行中に、前記膜の２つの層を挟持するように位置付けられる、
締付配列と、
　をさらに備える、項目２１に記載の機械。
（項目２５）
　前記引張デバイスは、前記密閉配列に進入すると、引っ張られた状態で前記膜を保持す
る、項目２４に記載の機械。
（項目２６）
　前記膜は、前記ローラの下で、上方へ、および前記棚部材の前記上向きに角度を成す部
分の上で、ならびに前記密閉配列まで直接下流に進行する、項目２４に記載の機械。
（項目２７）
　前記締付配列は、各ベルトが、駆動ローラによって動力供給され、前記膜の表面に係合
し、前記密閉要素を通して前記膜を引き、かつ前記膜を挟持するように位置付けられる、
少なくとも２つの挟持ベルトを有する、項目２４に記載の機械。
（項目２８）
　前記少なくとも２つの密閉ベルトおよび少なくとも２つの圧着ベルトは、同期して駆動
される、項目２７に記載の機械。
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